
様式第９
循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書

１ 目標の達成状況
（ごみ処理）

※１ 排出量は現状に対する増減割合、直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合、総資源化量は排出量＋集団回収量に対する割合を記載。

※２ 排出量は実績の割合/目標の割合を記載。再生利用量・最終処分量については、（実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載。

（生活排水処理）

※３ （実績の割合-現状の割合）/（目標の割合-現状の割合）を記載

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間
田布施町 田布施町 平成 28～令和 2年度 平成 28～令和 2年度

指 標 現状（割合※１）
（令和 年度）

目標（割合※１）
（令和 年度） A

実績（割合※１）
（令和 年度） B

実績/目
標※２

排出量 事業系 総排出量
１事業所当たりの排出量

生活系 総排出量
１人当たりの排出量
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kg/人
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t
t

kg/人
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( %)
( %)
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( %)
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合 計 事業系生活系総排出量合計 t t ( %) t ( %) %
再生利用量 直接資源化量

総資源化量
t
t
( %)
( %)

t
t
( %)
( %)

t
t
( %)
( %)

%
%

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量） MWh MWh MWh
最終処分量 埋立最終処分量 t ( %) t ( %) t ( %) %

指 標 現 状
（平成27年度）

目 標
（令和2年度） A

実 績
（令和2年度） B

実績/目
標※３

総人口 15,651 人 16,275 人 14,891 人 ―
公共下水道 汚水衛生処理人口

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率
7,120 人

45.5％

8,421 人

51.7 ％

7,121 人

47.8 ％

0.1 %
37.1%

集落排水施設等 汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

0

0％

0

0％

0

0％

0 %
0%

合併処理浄化槽等 汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

3,911 人

25.0％

4,335 人

26.6％

4,275 人

28.7％

85.8%
231.3%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 4,620 人 3,519 人 3,495 人 102%



２ 各施策の実施状況
施策種別 事業

番号
施策の名称等 実施主体 施策の概要 事業実施期間

(事業計画期間)
施策の実績

発生抑制、
再使用の
推進に関
するもの

処理体制
の構築、変
更に関す
るもの

処理施設
の整備に
関するも
の 1 浄化槽設置整備事業 田布施町

本町の生活排水については、
流域及び関連公共下水道を整
備中であるが、公共下水道整
備計画地域を除く地域につい
て、浄化槽で整備している。

平成 28年～
令和 2年

H28…23基
H29…29基
H30…22基
R1…16基
R2…12基
※計 102基に対して補助を実施

施設整備
に係る計
画支援に
関するも
の

その他



３ 目標の達成状況に関する評価

（都道府県知事の所見）

浄化槽整備事業における平成 28年～令和 2年度までの 5カ年の合併処理浄化槽の設置基数については、155基の計画目標に対して、102
基の設置にとどまっている。また、普及率に関しては計画目標値を達成することができたが、汚水処理人口については、人口減少の影響
から、計画目標値を下回っている。、
また、公共下水道でも、汚水処理人口・普及率ともに計画目標値を下回っており、処理区域内人口の減少が汚水処理人口・普及率の伸

び悩みの要因と考える。
なお、未処理人口については、目標を達成しているが、全体的には汚水衛生未処理人口が依然として多いため、引き続き公共下水道事

業の進捗を図るとともに、循環型社会形成推進交付金を活用しながら合併処理浄化槽の設置促進に取り組む必要がある。

全体の汚水衛生処理率は向上しているが、公共下水道の進捗が伸び悩んでいる。
なお、合併処理浄化槽の計画的整備により、更なる汚水衛生処理率の向上が期待される。
未達成の要因等を踏まえて、達成に向けた方策を検討すること。


